
 

 

４月 23 日（日）に富山県高岡文化ホール大ホールにおいて、「第２回ウクライナ

人道支援コンサート」が開催され、４６３名が来場しました。 コンサートでは、

ウクライナ出身で現在日本在住のバンドゥーラ奏者・歌手のカテリーナさんが、  

ウクライナの伝統的な美しい曲の数々と日本の懐かしい曲を、ウクライナの現状に

関するトークを交えて、しみじみと聴かせてくださいました。 

 

このコンサートは、村上さんがウクライナの

研究者の方から現地の状況を知らされたこと

をきっかけにウクライナ支援に関心を持たれ、

昨年の８月から実行委員会メンバー４人（相本、

八嶋、越田（35 回卒業）、村上（実行委員長））

で準備されたものです。 

 

コンサートの当日は、T27 の有志が受付など

のお手伝いに参加くださいました。司会は相本

さんが行い、第１部と第２部の幕間では、村上

さんによるウクライナ人研究者の方から送ら

れてきた現状に関する映像とメッセージの紹

介がありました。 また、今回のコンサートの

チケット売上げから必要経費を差し引いた収

益に、募金活動に寄せられた寄付金を合わせた額１９０万円余りを、食料、医薬品

の購入費用などの人道支援の費用としてウクライナ大使館に寄付するとの説明もあ

りました。 

 

来場された皆さんは、カテリーナさんの素晴らしい演奏と美しい

歌声を堪能するとともに、ウクライナの現状を再認識することが 

でき、とても有意義な時間を過ごされたことと思います。 

 

 



北日本新聞社による報道記事がありましたので、下記掲載いたします。 

 

 

 



なお、これに先立ち、北陸中日新聞社からの報道も下記ありました。 

 


